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文教福祉常任委員会 意見交換会報告 
 

 

 去る１月 28日開催の白山ろく地域のコミ

ュニティスクールコーディネーターの皆様

との意見交換会について、その概要を報告

します。 

当日は、白山ろく地域のコミュニティス

クールコーディネーター等の皆様に出席い

ただき、「コーディネーターから見た地域と

学校との連携について」というテーマにつ

いて、意見交換を行いました。 

 初めに各コーディネーターの皆様からそ

れぞれの地域での活動内容や課題について

お話しいただきました。 

 白山ろくであっても、それぞれの地区や

学校の特色があり、始まったばかりの制度

の中で試行錯誤しながら御尽力いただいて

いる様子を伺うことができました。 

 コーディネーターの皆様からの意見の中

で主なもの３点について報告いたします。 
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１点目、「コミュニティスクール制度」や

「スクールコーディネーター」について、 

「地域や、まちづくり協議会、学校など

においても、周知が進んでおらず、地域で

の活動の際にも、まずは説明が必要となる

など障害となっている。」 

「コーディネーターとなった際にも、コ

ミュニティスクールやコーディネーターの

役割についての知識が少ない状況でスター

トしたため、戸惑いがあった。」 

との御意見がありました。 

 委員からは、他市町では、コミュニティ

スクール制度が軌道に乗るまで数年かかっ

たケースを踏まえ、地域や学校に制度が浸

透するには、時間がかかるのだろうとの話

から、地域コミュニティ組織と学校長との

連携が深まると活動が円滑になるとの意見

がありました。 

２点目に、「学校とコーディネーターとの
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関係」についてですが、学校と地域や、学

校とコーディネーターの間には、 

「壁はないものの距離があり、活動の進

め方について悩んでいる状況がある」 

との御意見が複数ありました。 

このことは、地域やコーディネーターか

らは、教職員の多忙な現状を見て、提案す

ることで更に負担となってしまうのではな

いかと提案を躊躇してしまうケースや、学

校としても地域へどこまでお願いしてよい

か分からずためらってしまうケースなど、

互いの思いやりから遠慮がなされているよ

うでした。 

今回、参加された一人のコーディネータ

ーより 

「用事がなくても学校へ行き、学校長な

どの管理職以外の教職員とも顔見知りとな

り、困り事やニーズの把握に努めている」 

との活動内容の発表があったことから、他

のコーディネーターも参考にしたいと前向
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きな発言が聞かれました。 

 

３点目としては、今回の意見交換会では、

コーディネーターの活動内容や課題などを

確認させていただきましたが、コーディネ

ーター相互においても、このような機会は

大変貴重で良い交流となったとの御意見が

ありました。 

また、児童生徒数の減少は、白山ろく地

域における共通の悩みであり、子供たちの

ためにも大勢での活動を経験させてあげた

いと、複数校連携も構想として描いておら

れました。 

 

コミュニティスクールの制度は教育環境

の充実だけでなく、地域との協力関係が深

まることで子供たちの郷土愛が育まれると

同時に、地域に潜在する力の発掘や、子供

たちの地域活動への参加によって、地域の

活性化にも繋がります。 
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白山市は本制度におけるコーディネータ

ーの全校配置が今年度完了したばかりで、

これからが期待されるところでありますが、

子供たちの豊かな成長を支えるため、学校

と地域が密接な連携を図り、地域の力をど

のように教育に使っていくのか、橋渡しを

するコーディネーターの役割は大変重要で

あると意見交換会を通し認識いたしました。 

 

地域の子供たちのために、地域は何がで

きるのかという視点で、互いの遠慮を無く

し協働による学校運営が前進するよう、未

来を担う子供たちの健やかな成長と白山市

の発展のため、私たちも本制度の促進に共

に取り組みたいと思います。 

 

以上で、文教福祉常任委員会委員長の報

告とさせていただきます。 


